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自己紹介
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神田 佑亮（かんだ ゆうすけ）
• 1977 広島県 庄原市（東城町）生まれ

• 1999 広島大学工学部 第４類（建設系）卒業

• 2001 広島大学大学院国際協力研究科 修了

• 2001- 株式会社オリエンタルコンサルタンツ
（交通・まちづくり系エンジニア＋経営企画室・新規事業開発担当）

• -2005 政策研究大学院大学 修了

• 2012- 京都大学大学院 工学研究科 都市社会工学専攻 助教（2013- 准教授）

• 2017- 呉工業高等専門学校 環境都市工学分野 教授（現在に至る）

• 2018- 広島大学 防災・減災研究センター 客員研究員（現在に至る）

専門

• 交通政策論・交通計画・土木計画（特に，モビリティ・マネジメント、交通リスク論、災害時交通マネジメント論）

委員会活動・行政のアドバイザー等

• 一般社団法人JCoMaaS 理事

• 日本モビリティ・マネジメント会議実行委員会 幹事長

• 国土交通省道路局 バスタプロジェクト推進検討会 委員

• 国土交通省総合政策局 交通分野におけるデータ連携の高度化に向けた検討会

• 国土交通省総合政策局 アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」有識者検討会

• 国土交通省 国土審議会地域生活圏専門委員会

• 国土交通省 交通政策審議会 地域公共交通部会 臨時委員

• 国土交通省中国運輸局 芸備線再構築協議会 構成員

• 鹿児島県 指宿枕崎線の将来のあり方に関する検討会議 委員 など



MaaSとの関わり
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大きなきっかけ
• 西日本豪雨(2018)の渋滞対策・交通対策
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大きなきっかけ
• 西日本豪雨(2018)の渋滞対策・交通対策
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• 「使える道路空間」を柔軟に活用し，バス専用の走行空間を確保

• 所要時間が短縮し安定．便数増加，利用者増，渋滞緩和の好循環に

(発災直後：2-3時間→現在では約1時間)
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災害時BRT(Bus Rapid Transit)

■通行止状況と交通渋滞
（7/13（金）発災1週間後）

広島

呉

広島呉道路
坂北～呉 通行止

国道31号
ほぼ全線で渋滞

呉線
運休

■災害時BRTの構成：渋滞を悪化させずバスの速達性を確保

広島バスセンター

呉駅

広島呉道路
仁保IC

坂北IC

坂南IC

天応西IC

天応東IC

呉IC

通行止区間
をバス走行
(7/17-)
本線でUターンし，
逆向きのハーフICを
通行

自専道に
バス専用車線
(7/26-)
規制で使われて
いない車線を転用

国道31号
バス専用レーン
(8/8-)
時間限定で
バスレーンを設置
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緊急で社会実装した情報提供システム(開発調整2週間)
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普段の「交通情報ツール」が突然死！

資料東京大 伊藤昌毅先生

バスロケアプリ

経路検索アプリ
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• バスの所要時間実績を計測・研究室HPで即日発信
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バス運行実績時刻の情報提供

▼呉市役所Facebook多くシェアされた ▼SNSでシェアされた研究室HP

Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College

• とにかく「使える」情報を出せば，あとは
ネット社会が(勝手に)なんとかする



データの発信・共有

• データの迅速な共有が早い対策立案・意思決定に寄与

• 今後オープン化により，多様化・有効化の可能性
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d-TRIPのコンセプトとプロジェクト
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• 非常時運行となっている豪雨災害発生後の公共交通の情報提供について，
産官学が連携し研究・検討を進めてきた．

• 呉（広島）エリアのみならず，全国の専門家・組織と連携．遠隔からのサ
ポートの災害時支援モデル．

• それぞれが持つ技術・ノウハウを融合し，災害時に，利用者の円滑な移動
のために求められる情報提供を手軽に実現する方法を模索・研究

• 今回の試行運用により，他地域を含めた今後の災害時の迅速な公共交通情
報提供のためのモデル化を目指す

災害時公共交通情報提供研究会とは

呉市

(公社) 広島県バス協会
バス情報の包括的な

情報提供

(株)ヴァル研究所
公共交通情報提供（駅すぱあと）

バス位置情報提供システム

産

(株)トラフィックブレイン
交通情報解析

広島電鉄(株)
公共交通事業

広島県 地域政策局地域力創造課

広島大学 国際協力研究科
藤原章正 教授（交通工学）

呉高専 環境都市工学分野
神田佑亮 教授（交通システム）

東京大学 生産技術研究所
伊藤昌毅 助教（ユビキタス・コンピューティング）

官

学

(株)ファイコム
Webマーケティング

(株)バイタルリード
交通コンサルティング・

バス位置計測技術

西日本旅客鉄道(株)
広島支社

公共交通事業

学・産 発
あえて

役所っぽい
ネーミング
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広島地区では
ここから交通政策が動

いた
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MaaS (Mobility as a Service) の登場
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• 観光型MaaS
• デマンドバス＋GSMの乗り継ぎ

• 生活交通型MaaS
• AI配車デマンドバス

• サブスク運賃（路線バス含む）



MaaSについて思ったこと
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台数小

生活バス
検索未対応

ほとんど
ない

見たこと
がない

見たこと
がない

運営が
脆弱

(アナログ)

利用者が
ほとんど
いない

何を・どう
つなぐの
か？

車で通院しない人が
公共交通で通院できる？



MaaSにより
モビリティを核とした

“連携”が進む
+

「食わず嫌い」をなくす
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生まれた取組：ナイトタイムデマンド「よるくる」
• 曜日別に方向を設定し運行

• 地域ぐるみでの利用検討を促すため

• 中心部は曜日関係なく運行

• 運賃はタクシーの８割程度に設定
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広島・庄原MaaSでの事業
• FY2019 路線バスの代替として，AIオンデマンド交通＋サブスク，観

光交通との重ね合わせの実証実験

• FY2020 別の路線でAIオンデマンド交通

＋サブスクの実証実験（他地域検証）+データ連携基盤

• FY2021 さらに別の路線で継続＋「包括的データ研究会」の立ち上げ

• FY2022  「包括的データ研究会」の発展、高速バスを用いた客貨混載、過疎

地路線バスサブスク＋国営公園でのグリスロの運行

• FY2023  「MaaSステーション」の運営

• FY2024  ナイトタイム・オンデマンド交通

18
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• 参加する産学官のプレーヤーからどんどんアイデアが出てくる
• それを繰り返すと，交通から地域づくりのヴィジョンが見え

味方のプレーヤーが増え，「交通」を重視するようになる



データの共有の場@広島・庄原地区

• 実証実験の検討会（よくある会議体）
＋

• 任意の研究会
• 「包括的データ活用による移動・地域活性化研究会」@庄原

• 地域内外の産官学による研究会

• 地域内の産：交通事業者（バス），観光関係，国営公園管理者，スーパーマー
ケット，商工団体…

• 地域外の産：交通事業者（鉄道・バス），IT/DX，コンサルタント，
素材産業，自動車メーカー系…

• 研究会の狙い
• 地域のデータを俯瞰しながら解釈

• データに基づく議論から能動的な施策を生成

• 民間にとってはビジネスの場に

• 2021年10月から毎月欠かさず開催(これまで44回)
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定期的にデータを見る習慣をつける
• 多くの企業にあるデータの視点

• 「売上（受注）」・「利益」の「実績値」，「見通し」，「対前年同月比比較」

を見るのがルーチン化

• データを見ることにより，原因の解釈と対策の議論

• そのサイクルが毎月なされる これを地域交通のマネジメントでできない？
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▼例：JR東海月次利用状況（HPに掲載）



データの共有の場@広島・庄原地区
• 毎月の議論の内容

• 定例データ報告

• 地域内・外の交通事業者の輸送データ

• 地域内の大規模観光施設の来場者数データ

• 上記に関連する，各種データ

• 議論の結果，施策の立案と実行に
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年代別の外出日数とモビリティサービスの関係
ある中山間地域での購買データログ分析から

消費データからの議論

▼A地域(アクセシビリティ高い) ▼B地域(アクセシビリティ低い)

• 高齢になると，アクセシビリティの低い地域は，
移動回数が極度に減る

• 左右の差分が潜在的な「抑圧需要」？
• データでの議論は，考えるきっかけをつくる



交通需要の計算方法から考える
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発生（住まいなど） 集中（行き先など）

分布
（出発地・目的地の組み合わせ）

分担
（利用交通手段）

配分
（利用経路）

移動原単位
（１人あたり外出回数）

概ね一定需要そのものの拡大

交通の中での議論

「まちの移動量(外出回数)を
増やす」が

交通も都市も道路も
共通の目標

（都市価値の向上）



ライバル？のコラボ
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• 並行するローカル線と高速バスが協調する



ライバル？のコラボ
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ライバル？のコラボ
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モビリティからの地域づくりの推移
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• 民間団体を中心に，人口減少対策の一環として
先進的なモビリティへの取り組みを構想化

• 日本版MaaS初年に，AIオンデマンド+GSMの実証
事業

• AIオンデマンドの継続検証

• 他地域水平展開検証，完全web予約のみ実施

• 運営AIエンジン変更（コスト面・操作性考慮）

• AIオンデマンドの継続検証

• 他地域水平展開検証（実装前提）

• モビリティ研究会開始（現在まで毎月）

• 高速バスを用いた貨客混載（実証ののち実装）

• 国営備北丘陵公園でのGSM（新型）の試験運行

• MaaSステーション
(モビリティ・情報ハブ)の試行

• ナイトタイムデマンドの実証

• MaaSステーションの継続試行

-FY2018

FY2019

FY2020

FY2021

FY2022

FY2023

FY2024
〜

Phase1

立ち上げ期

Phase2

組成期

Phase3

膨張・拡大期

Phase4

収斂・本質化

Phase5

自律化・持続化

•モビリティから地域づくりという漠然と
したイメージから，初めての実証実験を
通じ，モビリティプロジェクトのコンセ
プトを掴む

•コンセプト実験(パーツ)の課題そのもの
の改善に意識が向く

•コンセプト実験(パーツ)の実装に向け，
オペレーションの高度化を進める．

•地域課題とモビリティとの関連性に気づ
き始める

•外部（地域外）のプレーヤーが参画し，
モビリティ，プロジェクトのメニューが
多様化

•全体コンセプトも拡がりを見せる

•外部プレーヤーの脱退により，混乱発
生・方向性模索

•逆に，地域の本質課題を整理し，
地域に必要な取り組みに集中し始める

•地域の様々な層へコミュニケーションを
図りながら進める

モビリティプロジェクトの実施事項（時系列） コミュニティ（庄原）の状況

• 政策議論＋データ＋実証＋振り返りの繰り返しで
地域交通からの地域づくりが進む

• 議論により交通の重要性に地方部でも共有・共感し始める
• 合意・納得型の推進と，それによる自発的な路線のあり方の議論



モビリティプロジェクトの発展フェーズ（仮説）
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BRL

SRL, HRL

モビリティシステム
の成熟度

( 持続可能性 )

コミュニティと人材の成熟度

Phase1
立ち上げ期

Phase2
組成期

Phase3
膨張・拡大期

Phase4
収斂・本質化

Phase5
自律化・持続化

コミュニティ育成手法
（神田メソッド）

• 新技術の導
入を試行

• 地域ニーズ
とシーズの
結びつきは
弱い

• 実証を経て
変革・改善
の手応えを
得る

• 実証が呼び
水となって
参画者が増
える

• 既存メンバー間の信
頼が深まる

• 地域外からも関心の
あるメンバーが参画

• 外部メンバーのリ
ソースも活用して規
模拡大

• 中核となるメンバーがモビ
リティによる課題解決の本
質に気づき、ビジョンを再
定義して共有

• 方向性が合わないメンバー
の撤退も発生

• 地域主導でニーズと
シーズをマッチング

• 自律的かつ持続的な課
題解決の動きへ

• （計画策定）→実証実験→社会実装の認識が本当か？

キ
ャ
ズ
ム(
こ
こ
で
粘
れ
る
か
？)



広島県の交通政策
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ローカル線の問題が示唆するもの
• 人口減に起因する問題

• 人口減により存続が厳しくなるサービスの１つとして鉄道がフォーカス
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このままだと間違いなく直面する問題
• 車生活が当たり前だった人が，車で移動できなくなる

• 商業の縮小

• 空き家問題

• 農業の継承

• 住民税収入の低下

• 固定資産税収入の低下

• 上下水道費等のインフラの１人あたり負担の増加 道路も

• 学校・病院の再編 病院はメインの高齢者が減る

• 公共交通の維持（鉄道・バス） メインの高齢者が減る

• ドライバー不足 頼む相手がいない．「食わしている」など言語道断

• 福祉施設の廃業・再編 メインの高齢者が減る

• 観光産業の右肩下がり メインの高齢者が減る（特に宿泊）

• 労働力不足による商店の廃業 営業時間短縮→客離れ

• 高付加価値労働の域外流出 ノウハウを持つ人は中央へ集中

• 地域全体の企画能力の低下 上記と同様 etc.
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議論の構図
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営業
収益

営業
費用

営業
収益

地域
交通
の

価値
効果

(便益)

▼現在のローカル線の議論
（世論含む）

▼交通インフラの意義に基づく議論

交通事業者に
帰着

営業
費用

• JRが赤字負担

（国鉄資産継承した
JRが担うべき論）

• 一方で，地域側が十
分に活用していた
か？

主に地域に帰着

誰がすべき？
(便益を発現
させるべき？)

誰が負担すべき？



協調・共創プラットフォーム
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• 交通計画
• 都市計画
• 会計学
• 経営学
• 公共政策
• PM論
• PPP
etc.



被災状況
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大規模自然災害が発生すると，道路と公共交通の合わせ技での対応が増える



公共交通情報の発信
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H30.7豪雨災害時の経験を踏まえWebサイト構築
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「能登半島地震地域公共交通情報提供ページ」

自家用車以外で能登を訪れる際に必要な、
鉄道、バス、コミバスや乗合タクシーなど
の運行情報を網羅

公共交通の復旧状況を簡易に一覧できるマップを配置。
情報源はすべて各交通事業者及び各自治体の公式発表に
基づくものであり、詳細については、公式ホームページ
へのリンクへ誘導することにより、情報の信頼性を担保。
複数の交通手段の乗り継ぎ時刻表などの提供も予定。
事務局が毎日各交通機関の更新状況を確認し、更新があ
ればすぐに変更を反映。
テキスト情報が多くなってしまうので、ページからの離
脱が推測されるため、Webサイト上部に工夫を行った

能登半島地震 地域公共交通情報提供ページ
https://www.noto.k-cat.jp/



工夫した点

Webサイトのファーストビューを意識し
サイト上部に各交通機関のボタンを配置
※参考：ファーストビュー離脱率

Webサイトを離れてしまう確率は、
ランディングページで平均70％以上、
コーポレートサイトで平均40％～60％

目次の色付け
一目でどこが通常時と違う運行となっているか
把握がし易いような工夫を実施



災害時公共交通情報提供のポイント
• 平常時とはニーズが異なる

• 平常時：「行く」と決めていて，アプリ等で検索

• 災害時：「行けるかどうか」&「行って良いかどうか」の判断が先にあ
り，その後検索 全体を概観できる情報が必要

• GTFSなどのデータの整備は困難（やりたいが）

• 運行パターンが短期間で変わる（復旧の進度）

• データ作成が追いつかない（現地の方々はてんやわんやに）

• 公共交通事業者以外の臨時の交通の運行

• 情報提供のターゲットの設定
• 地域内のバスの情報：市役所のHP/避難所等の情報を見たり，口コミによ
る拡がりがあるとして割り切る

• 体制づくり
• 被災地（現地情報・土地勘）＋経験のある地域（ノウハウ）

• 公的または準・公的な体制（信頼性，行政引用，バズりの観点）

• 正確な更新情報の取り方：事業者・運輸局・地元行政と連携要
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終わりに
• モビリティの重要性は，どのような地域でも高いと

認識される．まちづくりのツールとして認識が必要

• その際に，多くの地方都市の共通の目標として

「移動回数を増やす」は設定可能

• デジタル・新技術の特性をとにかく広く捉えて活か

す．MaaS=アプリの発送から脱却が必要

• 交通は生活不可欠＝多くの分野と連携ができる領域

を強みとして理解すべき
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